
慶応義塾評議員会で 

. 2002年に皆さんからのご推薦で慶応義塾の評議員に就任

し、昨年からは理事会の推薦により、私としては２期目の

評議員を務めさせてたただいております。いったん引き受

けたからには責任を持って使命を全うすることと決め、 

スケジュ－ルの調整は大変ではありますが、評議員会には

必ず出席するようにしています。 

会のメンバ－には錚々たる会社の代表を務める大先輩が名

を連ねており、気楽に発言できるという雰囲気ではありま

せんが、皆さんの代表として、そして塾員の一人として、

慶応義塾のために積極的に発言し、慶応義塾の方向づけに

寄与させていただいているつもりです。 

財界人、学会人そして職員の方とさまざまな方がおります

ので考え方は多様です。自己主

張のための質問をされる方もい

ないわけでもありません。しか

し最終的には、議長がさまざま

な意見をまとめ、一つの方向づ

けを行い、議事を決定していき

ます。 

「未来の先導者」としての慶応

義塾を強くしていこうという思

いは皆同じなんだな、これが社中一致ということなんだな

と、会議の終わりはいつもすがすがしい気分で三田の山を

後にしています。 

 平成18年6月3日（土）午後6時殻吉祥寺東急インで開

催。坂本達哉慶応義塾常任理事、小澤健策塾員センタ－

課長、栗生健一郎塾員センタ－課長、谷口全男三鷹三田

会幹事長、丸山淑枝杉並三田会副事務局長、を来賓にお

招きして開催。議事は平成17年度会務報告、決算報告、

監査報告、役員改選案を原案通り承認。 

恒例の講演会は、NHK解説委員の川崎曽一郎さんから

「政局展望・総裁選から参院選挙へ」の演題で。続く懇

親会は挨拶、乾杯、初参加者の紹介、楽しい懇談会と続

きました。 

 

 

 平成18年7月22日午後6時から吉祥寺LaPausa（ラ・パ

ウザ）で納涼懇親会を開催しました。急な開催にもかか

わらず、26名の参加をえて大変賑やかな楽しい納涼会

で、会員相互の親睦を深めました。 

 第２３回武蔵野三田会総会 

平成１８年夏・納涼懇親会 

    武蔵野三田会会長   内田 勲 
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 総会（決算、役員改選等）、納涼会の詳細は既報の             

「武蔵野三田会会報VOL4」をご覧ください。 
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◇第24回武蔵野三田会総会 

   日時：平成１９年６月２日(土）17：30より 

   場所：吉祥寺東急イン 

◇平成１９年夏の納涼懇親会 

   日時：７月２１日(土）18：00～20：00 

   場所：吉祥寺「なべ蔵」 

   担当：星野高明 TEL 0422-20-6155 

      菊池太郎 TEL 0422-53-6480 

◇バス研修旅行 

   日時：１１月９日(金） 

   行き先：太田市富士重工(株）他見学 

◇秋のゴルフコンペ 

   日時：１１月２６日(金） 

   場所：武蔵松山カントリークラブ 

◇平成１９年度懇親忘年会 

   日時：１２月１日(土）18：00より 

   場所：吉祥寺東急イン 

 

 

詳細決まり次第改めてご案内いたします。 

各行事にご家族お誘い合わせの上、多数ご参加下
さいますようお願い申し上げます。 
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平成18年11月11日（土）御殿場方面バス日帰り研修旅行を

会員、ご家族31名の参加を得て開催。先ず、箱根の山に近

い自然に恵まれた12万坪の「アサヒビ－ル神奈川工場」を

見学し、試飲室で好みのビ－ルを好きなだけ試飲。その後

ブランドが豊富に揃う広大なアウトレットセンタ－「御殿

場プレミアム・アウトレット」で町並みを散策しながの

ショッピングを楽しみました。次にヤクルト乳製品を製造

している「ヤクルト富士裾野工場」でお馴染みジョア、ソ

フィ－ルなどの製造工程を見学、製品のお土産をいろいろ

頂きました。生憎の雨天でしたが、秋の富士山麓の紅葉を

観賞しながらの楽しいバス旅行でした。 

 

 

 

 

 

 平成18年12月2日（土）午後6時より吉祥寺東急インにて

会員、ご家族51名の参加を得て開催。石川武慶応義塾創立

150年事業室長、山本尚明 同基金室次長、谷口全男三鷹三

田会幹事長、栗山稔朗杉並三田会副会長を来賓にお迎えし

て大沢幹事長の司会で開会。一色副会長の開会挨拶に続き

塾歌斉唱。続いて武蔵野三田会よりの慶応義塾創立150年記

念事業寄付金授与式が行われ、一色副会長より石川150年記

念事業室長に寄付金目録を贈呈。石川室長よりお礼のご挨

拶と記念事業の近況報告を頂く。 

 

懇親会は斉藤幹事の発声で乾杯、渡辺克郎会員の紹介によ

る、塾ワグネル・ソサイエティ－OB合唱団「コ－ル・ヘリ

テ－ジ」の皆さんが歌うカレッジソング他 黒い瞳、ともし

びなどダ－クダックスのレパトリ-からの懐かしい曲に一同聴

き入る。初参加の会員紹介と各自の自己紹介、学生時代の思

い出、近況報告などユ－モアあふれるスピ－チに全員爆笑。

楽しい懇談の後 ペア－のディナ－招待券、正月用食品など

豊富賞品が用意された抽選会に移りました。最後にコ－ル・

ヘリテ－ジの皆さんも加わって全員肩をくんでの恒例の「丘

の上」「若き血」斉唱。梅川副会長の閉会挨拶で締めくくり

ました。 
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秋のバス研修旅行 

平成18年懇親忘年会 

コ－ル・ヘリテ－ジ合唱団 

抽選会の景品をめぐるジャンケン 石川武塾事業室長 



 

 

◇春のコンペ 

 平成18年4月12日、7月21日両日とも折角多数のご参加の申

し込みがありましたが、残念ながら両日とも雨天のため中止

となりました。 

◇秋のコンペ 

 平成18年11月10日（金）武蔵野三田会第13回ゴルフコンペ

が、金井朋子、大森偉充両幹事のお世話で清澄ゴルフ倶楽部

で開催。優勝金井朋子さん(S42文）グロス９５、ネット77、 

準優勝は橘 幹郎さん（38法）グロス９９、ネット77、 ベ

スグロ（グロス91）は神保二郎さん（39経）でした。金井さ

んは前回に引き続いて連続優勝でなかなかの実力者です。

やっとお天気に恵まれ、紅葉に囲まれた美しいコ－スで秋の

一日を満喫しました。 

◇春のコンペ 

平成１９年４月１１日(水）武蔵野三田会第１４回ゴルフコン

ペが、幸か不幸か再び優勝、ブ－ビ－をとられた金井、大森

コンビの幹事役により清澄ゴルフ倶楽部で開催（幹事さんご

苦労さまでした）。優勝萩原怜子さん(F）グロス103、ネッ

ト77、準優勝は山内實さん（—）グロス94、ネット77でし

た。山内さんが実質トップでしたが初参加なので、規定によ

り準優勝となりました。ベスグロ（グロス93）は梅川芳宏さ

ん（37方）でした。今回は３名の初参加者の方々も迎え、一

同賑やかに楽しく難コ－スに再挑戦しました。 
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ゴルフ会 

囲碁サロン 

  

 

 現在会員は１５名で開催しています。級位者から段位者まで

入り交じって楽しく熱戦を繰り広げています。 

 

   開催日：毎月第３日曜日 午後１時より 

   会 場：囲碁クラブ｢秀哉｣ 

       吉祥寺本庁1-34-22 田島ビル２階 

   会 費：１２００円 (碁会所への入場料です） 

 

対極は大体１７時ごろの終了となります。その後ささやかな酒

席で懇親会を行っています。 

  

武蔵野三田会には麻雀会はまだありませんが、武蔵野

三田会の同好の士は、三鷹三田会麻雀会,BRB麻雀会に

参加し、ツキを試す醍醐味を毎月楽しんでいます。 

  三鷹三田会麻雀会：毎月第４日曜日 

           午後１時より(吉祥寺Zoo） 

  BRB麻雀会：毎月第２土曜日 

           午後１時より（銀座Twenty） 

お問い合わせは武蔵野三田会事務局まで。 

麻雀会 
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【前武蔵野三田会副会長・佐藤 洋・１９・経】 

◇十年も前の事でしょうか、新会員の獲得のため総会の開

催場所を都心で開催したことがありましたが、大勢の若い

会員の方々が始めて参加されてその内数名の方が幹事とし

て協力して戴くことになりました。名須川さんはその内か

ら参加して戴きいつも積極的に意見を出して会合をリ－ド

して戴きましたが、台幹事長さんの急逝の後を受けて会の

運営強化のため副会長就任をお願いすることになりまし

た。副会長としては会の運営をよく指導されて総会、忘年

会、更にはバス旅行、暑気払いそして婦人部会等会の活動

の幅を大きく広げて戴いたことを大変感謝しておりました

が、今回の突然の訃報に接してすぐは納得はできず大変驚

いた次第です。ここに改めてご冥福をお祈りする次第で

す。 

【前武蔵野三田会幹事長・佐川正清・３８・商】 

◇それは突然の他界でした。平成１８年９月上旬、先輩会

員さんからの第一報を頂いたとき、私はとても信じられま

せんでしたし、何かの間違いと思いました。それと言うの

も数週間まえは普段と変わらず三田会の活動の件でお会い

していたからです。しかし逝去が真実と分かったとき、私

は無念の気持と淋しさで呆然自失になってしまいました。 

名須川副会長のもと私は幹事長として平成１３年１１月か

ら焼く４年半、三田会のお仕事を一緒にさせて頂きまし

た。責任のある会に情熱を傾けたよき先輩でありました。

博識でもあり向学心に燃えておられました。お酒の席では

話題が豊富でいろいろ啓蒙して頂き、時の経つのを忘れる

程でした。今となってはただただ心よりご冥福を祈るば

かりでございます。本当にお世話になりありがとうござ

いました。安らかにお眠り下さい。 

【武蔵野三田会幹事・小松郁彦・３７・商】 

◇突然の訃報に接したのは、多田ゼミナ－ル（塾、名誉

教授・近代政治思想史）の忘年会が横浜中華街で行われ

た後であった。名須川さんは当ゼミの第１回卒業生であ

り、当ゼミは現在も毎月一回、日吉と三田の塾研究室で

OB15～16名集って勉強会を行っている。名須川さんの

出席率はほぼ皆勤であり、勉強熱心で、多田先生からも

絶大な信頼を得ていた。又勉強会の後の飲み会でも、一

杯やりながら政治・経済・文化・文芸等幅広い分野での

議論をみなで楽しく行って来た。この意味でゼミの良き

先輩であり、先生の良き弟子であった。その彼が昨年の

忘年会に欠席したのである。毎年忘年会ではドイツ語で

歌を朗々と歌って聞かせてくれた。先生もドイツ留学の

経験から非常にそれを聴くのを楽しみにされていたし、

又一緒に歌ったものである。その彼が欠席したので、先

生は心配して何故欠席したのか調べてくれと云われた。

私も武蔵野三田会の幹事で二、三日後にお会いできると

思っていたので、それ程気に留めていなかった。三田会

でも副会長として世話役を献身的になされて来た。数日

前の三田会の後も一杯やったばかりだったので、訃報に

接した時はとても信じられなかった。然しそれは悲しく

も真実であった。三田会でも多田ゼミでも本当にいろい

ろお世話戴き良き先輩であった。何時までも忘れること

の出来ない人である。今はご冥福を祈るばかりである。 

平成１８年９月、長く武蔵野三田会副会長として武蔵野三田会の 

発展にご尽力されて来られた名須川 浩さんが急逝されました。 
 追悼録 

●慶応義塾創立１５０年記念事業募金 

武蔵野三田会として、慶応義塾創立150年記念事業募

金に協力することとなり、会員の皆様にご寄付のご協

力をお願い申し上げましたところ、早速多数の皆様よ

りご応募ご協力を賜りました。これを平成１８年１１

月末で締め切り、１２月１１日に塾に入金致しまし

た。お陰様で寄付合計額は１，１７２，０００円［個

人５４口、法人１口（横河電機）］となりました。こ

こに、１５０年記念事業募金にご協力賜りましたこと

に対し厚く御礼申し上げますと共に、募金状況につき

ご報告申し上げる次第でございます。安西塾長より武

蔵野三田会宛礼状が届いております。なお募金は継続

しておりますので、引き続きご協力をお願い申しあげ

ます。毎年末に締め切り１年分を塾に入金、塾より各

個人宛に「領収書」と寄付金控除に必要な証明書が送

付されます。（郵便振込口座0019—5-683977武蔵野三田

会宛）                     

●ご意見、ご提案をお待ちしております。武蔵野三田

会の運営、活動につき、ご意見、ご提案を事務局宛お

寄せください。                 

●年会費納入のお願い同封の郵便振込用紙で年会費納

入に本年もご協力下さい。（１人３，０００円です）    

事務局 〒180-0012     武蔵野市緑町1-3-3 

  TEL 0422-51-3627 大沢 宏一郎 

            E-Mail choco@view.ocn.ne.jp 
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